
幕末土佐の芝居絵師・金蔵

（通称・絵金）。彼は土佐

各地の祭礼に多くの芝居絵

屏風を残しました。絵金蔵

は、平成17年２月、赤岡の

地に残る23点の芝居絵屏風

を収蔵・保存するために作

られた施設です。

絵金蔵の三つの使命

年
に
一
度

‥
絵
金
の
文
化
を

　
　
　
　

   

守
る
た
め

伝
承

‥
次
の
世
代
へ

　
　
　
　

 

伝
え
る
た
め

縁
結
び

‥
地
域
を
超
え
て

　
　
　

  

世
代
を
超
え
て

     　〔 絵 金 蔵 〕

開館時間　
　午前9時～午後5時
　（入館は午後4時半まで）

観覧料
　大人500円、高校生300円
　小・中学生150円
　（15名以上の団体は各50円引き）

休館日
　毎週月曜日
　（月曜が祝日の場合は火曜）

　 12月29日～1月3日

絵金蔵

Ｐ 香南市商工会 駐車場
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よもやま話に花が咲く。えきんぐらがお届けする小ネタ袋。

蔵 通 信

土佐香美農業協同組合　赤岡支所

普通口座　０００６１０１

赤岡絵金屏風保存会　会長　武市徹
（アカオカエキンビョウブホゾンカイ　カイチョウ　タケチトオル）
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　　絵金屏風修復・保存活動へ
      ―ご寄附のお願い―

　赤岡に残る絵金の屏風絵23点は、幕末より祭礼文化と

ともに地域の所蔵家の手によって伝えられてきました。平

成17年からは絵金蔵の収蔵庫に保管されていますが、約

150年の時を経て、絵の具の剥落を中心とする傷みがあち

こちに見られるようになっています。

　現在、赤岡では従来それぞれ活動していた4地区と個人

の所蔵家がひとつになり「赤岡絵金屏風保存会」を立ち上

げ、絵金蔵運営委員会とともに屏風絵とそれを飾る祭礼文

化をより長く後世に伝えていくためのさまざまな活動を

行っています。

　どうか、赤岡の絵金屏風の修復・保存とそのための活動

に、皆さまのご支援を賜りますようお願い申し上げます。                          

赤岡絵金屏風保存会 ・ 絵金蔵運営委員会　          
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入場料
１，０００円

（当日１，３００円）



平成の世とは思えない、
懐かしい風情…

日暮れを待ちかねた人々でにぎわう
商店街。赤岡町本町四区付近。

屏風のそばでお守をする門脇嘉壽見
さん（左）。屏風絵を我が子のよう
に大事にされてきた所蔵家のおひと
りです。

今年初めてお目見えした、おばば人形。
作者は地元の澤田美枝さん（以下の人
形も全て）。最近亡くなった赤岡のアイ
ドル、横矢登志さん（通称：おばば）
を偲んで作られました。

なぜか魔女も…

絵の側に座る人形。暗くなるとその
リアルなたたずまいに話しかける
人、お賽銭をあげる人まで続出！





絵金を、読
む。

二曲一隻屏風/紙本著色/ 176.0 ×162.0 ㎝

赤岡町本町二区所蔵

花衣いろは縁起  主要登場人物

　

　　　　―　あらすじ　―

　甲斐の国松江家家臣、山中左衛門尉

義継と小督は志賀の里にて百姓に身を

やつし、息子三之助と幸せに暮らして

いる。

　ある日、三之助を牛の背に乗せ3人

があぜ道を仲むつまじく歩いていると

隣家の百姓でかつてその娘のりんが小

督に仕えていたよしみで何かと世話を

焼く長三郎が通りかかる。夫婦は長三

郎に畑仕事を一緒にする約束を忘れて

寝坊したことや、派手な身なりで人目

に付くことなど注意される。夫婦はそ

の親身の意見に礼をいい、別れる。

  その後義継は芝刈りをするからと先

を急ぎ、母子がその後を追うところへ

風と共に鷲がいっさんに下りてきて三

之助をつかんだ。小督は三之助にしが

みつき着物の紐をとらえたが、その紐

はちぎれ、義継もあわてて駆け戻るが

あれよあれよという間に舞い上がった

大鷲は雲居の彼方に消え、2人は呆然

やがて小督は嘆き悲しみ、あまりのこ

とに義継は狂乱してしまう。

三之助がたった今まで機
嫌よく乗っていた牛。　
鷲に驚いてあぜ道を駆け
戻っているよう。

〔参考文献〕
＊1狩野文庫蔵『花衣いろは縁起』（竹本津国太夫・竹本美園翻刻　私家版）

＊2『絵金展　土佐の芝居絵と絵師金蔵』高知県立美術館　1996年

＊3『絵金蔵収蔵品目録』赤岡町　2005年2月

＊4近森敏夫『絵金読本』香南市商工水産課　2006年3月　改訂版

あれよあれよと身をもだへ、夫婦手を延

べ足つま立て、おどり上がり飛び上り、

心にも空に叫ぶ子の声もかすかの遠山の

雲や霞に隔たりて…＊１。

 物語る小道具
～危険な鳥おどし～

狂乱する夫に「コレわしじゃ女
房じゃが見忘れてか」というと
義継は「なんじゃ、わしじゃ。
鷲はわが子の敵ぞ。」と傍の鳥
おどしを手にとって駆け回り、
あらぬ方向に矢を射るのでした。

のふ悲しや。

か 　 い

花衣いろは縁起　鷲の段
は な ご ろ も 　 　 　 　 　 　 　 え ん  ぎ 　 　 　 わ し 　 　 　 だ ん

山
中
左
衛
門
義
継

小
督

三
之
助

山
中
市
正
義
幸

ハヽヽヽヽア！

 物語る小道具～小督がつかんだ片紐～

「これ見たまへこの片紐。三之助を助
けんと、取り付くところもあるべきに
わずかに細きくけ紐の切れしはつらや
母もろとも一緒に鷲の餌食とならば、
今の思いはせまいもの…」

ま つ え や ま な か  ざ え も ん の じ ょ う

よ し つ ぐ 　 　  こ  ご う

み 　 の す け
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連れ去られるわが子に、必死の形相

で手を伸ばす小督。

「今日はいかなる悪日にて、思いも

よらぬ悪鳥めに取られしわが子を取

り返す、思案してたべわが夫」

おあ～ッ！

鋤の柄を頬杖に「すっぱた

かったるしかみ顔」で夫婦

に小言を言っていた長三郎

も一瞬の出来事に空いた口

がふさがらない様子。

心も空に叫ぶ子の、

   声もかすかの遠山の…

鷲にさらわれる三之助。夫婦の

溺愛ぶりがいっそう悲劇を際立

たせます。

義継「そなたやおれがこの体に

なって苦労するのも三之助がか

わいさ。ハテ銭金はわき物。こ

の子宝をもうけと思や。ホホ…

牛に乗って心地よいか。宝殿が

笑い顔。今一度笑や。」

　　　　悲劇にかいまみる喜劇

　　　　　絵金の芝居絵でも特に迫力

　　　　　とスピード感溢れる優れた

　　　　　作品です。

画面いっぱいに描かれた、大鷲にさら

われる三之助とそれを追う両親。しか

しその背景には抱いた子供が逆さまに

落ちようとするのも構わず、あんぐり

口をあけて見送る百姓の妻の姿が見え

ます。その極端に小さく描かれた滑稽

な姿は、主役の迫力と悲愴感をいっそ

う際立たせています。

　背景からもうかがえる絵金の力量を

どうぞご堪能下さい。

鷲とわが子を見送ったのち、ただ呆然と立ち尽

くし空を睨みつけていた義継。しばらくすると

高笑いを始め「あれあれ空にわが子の着物、赤

いは赤いは赤い珊瑚樹か紅梅か…すっぽらぽん

のぽん！」とうたいだし、小督を驚かせます。
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＊5中西貞行『演劇脚本摘要集』（明治28年5月）

＊6郡司正勝『「二月堂良弁杉由来」考』「南都仏教」第31号　1973年12月
（＊5、６は岡山県立美術館館長・鍵岡正謹氏のご教示による）
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